
◆ 京阪本線連続立体交差事業 
 

本市と枚方市域の約５．５㎞を高架化する事業で、本市では音羽町・緑町以北の香里園駅周辺が対象となっています。 

事業主体は大阪府で、総事業費は１０６７億円（平成２６年度～令和１０年度）の巨大プロジェクトです。 

 

  事業費の内訳   国      ５４８億円 

              大阪府   ２８３億円 

              地元負担 １６５億円（内、寝屋川市８２億円） 

              京阪負担  ７５億円 
 

平成３０年度は、物件の移転補償に約１５億５０００万円、用地購入に約

３億５０００万円、負担金として約３億３０００万円など、寝屋川市関係で

約２４億円が支出されました。 

その結果、市内の用地買収率は６９．８％となっています。 
 

工事は、下水道移設、府道の仮道整備、鉄道工事と続き、令和１１年３

月完成予定です。 

今年の１０月からは、本格的な工事を行うための準備行為にあたる工

事が始まります。文化財調査（６か所）や地下埋設物移設工事（香里本

通町）、田井小学校横の水路工事などです。  
 

写真では分かりにくいかもしれませんが、電車の架線設置のための今の鉄塔の高さが、高架化された時の駅のホーム

の高さになるそうです。 

 

◆ 明和北地区 街なみ環境整備事業 
 

木造密集住宅地区の定義には当たらないものの、それに準じた地域は

市内各所にあります。 
 

その内の１つである明和地区では、空き地や空き家が多く、狭隘道路も

多いため緊急車両が通行できない状態となっています。 

また、接道が不良となっている住宅も多数見られます。 

そこで、街なみ環境整備事業という手法を使い、防災軸となる幅員６m

（場合によっては４m以上）の道路を確保するた

め取り組まれています。 
 

平成３０年度は明和北地区において約６１００万

円を使い、用地の購入や道路の詳細設計に取り 

組まれました。 

全体の事業費は７億２３００万円です。 

この地域では、明和北地区・明和南地区で令和６ 

年度に事業の完成を見込んでいます。 
 

下の写真の草が生えているところを買収し、道路   

として整備される予定です。 

予算化された事業現場を視察 
予算化された後「どのように事業が進んでいるのか」。その進捗状況を確認するため、まちづくり部門を所管する総務都

市創造委員会として、事業現場の視察を行いました。 
 

 ◆京阪本線連続立体交差事業 

 ◆明和北地区 街なみ環境整備事業 

 ◆打上高塚町土地区画整理事業と都市計画道路寝屋川公園駅前線事業 

 ◆都市計画道路梅が丘高柳線事業（大阪府の事業） 



◆ 寝屋川公園駅前の区画整理と道路 
 

４２０mの道路と、その両サイドの区画整理事業が進んでいます。 

平成３０年度には約３億７６００万円を使い、用地購入、物件の移転

補償が行われました。 

道路は令和２年３月末に完成予定で、写真のようにその姿が出現

してきました。 
 

区画整理された場所には、令和２年の秋頃にココカラファイン、令

和３年７月には大阪病院がオープンする予定です。他に、マンショ

ンや商業施設も予定されています。 
 

街が大きく変わる日が間近に迫っています。 

平成３０年度決算に関わる資料より 

 

コンビニでの各種証明書の発行 
 

  コンビニにおいて、住民票の写し（１５８９枚）、印鑑証明書（１０７７枚）、課税証明書（２７７枚）など、１年間で３４１９枚 

  の証明書が交付されました。 

  市内では６９店舗のコンビニで利用が可能です。 
 

  この取り組みには、地方公共団体情報システム機構への負担金や、システムの使用料、コンビニへの委託料などで 

  総額１２７７万円を支出しました。 

  つまり、１枚発行につき約３７００円の費用負担となっています。 

 

  コンビニでの証明書発行の取り組みによって、マイナンバーカードの取得率を上げることが目的の一つでしたが、そ 

  こまでは至っておりません。 

  発行に必要なマイナンバーカードの普及にはコンビニ証明交付以外のインセンティブが必要だという結果がでたこと 

  から、更なる改善が必要な取り組みといえます。 

 

避難行動要支援者名簿 
 

  災害時（発生の恐れがある時）に自力で避難所まで行けない人をあらかじめ把握することで避難行動をスムーズに 

  行うことを目的としています。 

  対象者は、要介護３以上の高齢者と障害者の一定基準以上の方で、その内同意をいただいた方のみが名簿に登録 

  されます。（対象者は自治体によって違います） 
 

  決算資料によると、市内平均では対象者の３３％が同意いただいている状況です。 

  小学校区別では２９％から４１％に分布しており、大きな違いがないということから、何らかのアクションがなければ 

  同じ行動結果になるということが分かります。 
 

  今年の台風による全国的な被害状況からも、対象者個々人の避難方法を事前に決めておくことが必要ということは 

  論を待ちませんが、それ以前の問題として同意数（率）を高める取り組みが必要です。 

 

ふれあい訪問収集 
 

  高齢者のみの世帯（要介護３以上、認知症の方）や、障害者のみの世帯、歩行困難者など、自分でごみステーション 

  まで持ち出すことが困難で、身近な人の協力が得られない世帯を対象に、玄関先までゴミを取りに行くサービスで 

  す。対象者の安否確認や家の中を衛生的に保つこと、更にゴミ屋敷化を防止する効果もあります。 
 

  平成３０年度に新規に対象となったのは３２件、全体で１４３件の方が利用されています。 

  単身世帯が増えている中、もっと利用者が多いと思っていました。時代が求めているサービスだと思います。 



  

  １人当たりの市税と地方交付税         

 

平成３０年度決算での市民一人当たりの結果です。 
 

 寝屋川市では・・・   
  

    市税収入額    １２万２８５０円 

    地方交付税額   ５万２３１５円 

    合  計      １７万５１６５円 
 

   

このような違いがある中、基礎自治体として同様の市民サービスを提供しています。 

  

   本市の 「池」     

 

本市の池は、西部平野地帯の自然池と、東部丘陵地帯の人工池に分けられる。 

西部地域の灌漑用水は淀川で賄われていることから、池は埋め立てられたところが多い。 

一方、東部の農業用水はため池が主であることから、西部地区に比べ東部地域には比較的残っている池が多い。 
 

  昭和４０年頃の東部地域の池 

     【秦・高宮・太秦地区】 

       五藤池、新池、新宮池、大谷池、あたらし池、今池、宮池、山新池、権現堂池、池の瀬戸池 

     【小路・明和・高倉地区】 

       蔵王池、宮池、切池、玉池、蓮池、塚原池 

     【打上地区】 

       久保池、長谷池、新池、中池、吉野池 

     【三井・国松地区】 

       四方黒池、三ツ池、牛谷池、墓池、菰ヶ谷池、栗谷池、中池、堂池 

     【寝屋地区】 

       今池 

 

地区集会所の維持更新の状況 
 

  建設してから一定期間が経過し、増改築や新築する集会所が増えてきました。 

                           （増改築は６０万円以上のものが対象です） 
 

        平成３０年度  新築１件  増改築８件 

           ２９年度     １件      ７件 

           ２８年度              ８件 

           ２７年度     １件      ５件 

           ２６年度     ４件      ７件 

 

子どもの虫歯 
  治療が必要とされた虫歯を保有する児童・生徒の割合は以下の通りです。 
 

        小学校では、最小１５．１％ 最多３２．７％ 

        中学校では、最少 ９．９％、最多２５．０％ 
 

  高い割合で固定化している学校が見受けられる一方、低い値で推移している学校もあります。 

  その取り組みの違いを検証することで改善が図られる分野です。 

  学校と家庭との生活習慣をアンケート調査・分析することで、虫歯に限らず身体面での改善が期待できます。 

大阪府内の市では・・・  

   市税収入額の最も多い市   ２１万 ６６８円 

        〃    少ない市   １０万１２２３円 

   地方交付税の最も多い市    ８万２１４５円 

        〃    少ない市      ２３１４円 

   合計金額の最も多い市    ２２万４８７３円 

        〃    少ない市  １６万６０４８円 


